
























































































































































































































































































































































































































表７ 各学年の単元に設定されている言語活動一覧 参考：国語一～六（光村図書 平成27年度版）
・『評価から考える授業改善の手引き－児童の資質・能力を育む国語の授業を創る－』（神戸市教育委員会 神戸市小学校教育研究会
国語部）、2019年、10頁から引用。
●言語活動を展開する上での留意点
第一に子どもたちが自分の解決すべき課題を見据えることができるように、言語活動の見通
しを持たせることが重要である。さらに自分事として言語活動の課題解決に臨むためには、単
元の魅力的な導入によって、子どものやる気を刺激することも有効である。そのうえで、自分
が解決するための情報を収集したり、解決方法を模索して、よりよい解決に向かって粘り強く
進んでいけるように、指導過程を工夫することが求められる。（神戸市教育委員会国語部、2019、
011頁参照）
●評価の実際
国語科では、「言語活動を通して付けたい力を付ける」ことが重要である。それゆえ、その
力が付いたかどうかは、「言語活動通して」評価することになる。そのためには、教材研究で
言語活動の内容を吟味する際に、活動がどのような姿であれば、単元目標を概ね達成した姿と
判断するかについて想定しておかなければならない。そして全員の児童がＢ評価の姿になるた
めには、どのような指導が最善であり、Ｃ評価の子どもをつくらないためには、個に応じたど
のような手立てが必要であるかを検討することが求められている。（神戸市教育委員会国語部、2019、
014頁参照）
●国語科の指導と評価の流れ
Ｐ ①単元構想を練る：教材×指導事項×言語活動の整合性を検討する。
Ｐ ②評価規準の設定：単元目標に対して、概ね満足と言えるＢ評価の子どもの姿を考え、文
章で表す。
Ｐ ③指導計画を立てる：全ての子どもが評価規準を実現するためには、どのような指導を展
開すればよいかを考える。Ｂ規準を満たさない子どもに対しては、どのような手立てを講じ
るかも検討する。
Ｄ ④指導計画に基づいて、授業を実施する。
Ｃ ⑤評価の実際：評価規準に基づいた評価を行う。言語活動を通じて単元で付けたい力を評
―159―
図５ 単元の中での課題解決の具体例（言語活動：本の紹介）
・『評価から考える授業改善の手引き－児童の資質・能力を育む国語の授業を創る－』
（神戸市教育委員会 神戸市小学校教育研究会国語部）、2019年、11頁から引用。
価する。
Ａ ⑥事後指導：本単元での評価を次単元以降の指導に生かす。（神戸市教育委員会国語部、2019、
014頁参照）
第２節 国語科における評価から考える授業改善
それでは、ここから神戸市小学校教育研究会国語部において、どのような国語科の授業改善
を検討し、研修を通してどのような授業実践をおこなっているかについてさらに具体的に紹介
していくことにしたい。まずは、３・４年生を例にとって、年間指導計画表を提示して、「知
識及び技能」「思考力・判断力・表現力」が、国語科において実際にどのような項目での評価
になるのかを把握してみよう。計画表をみると、各教材ごとに、評価項目が入れ替わっている
ことがわかる。（神戸市教育委員会国語部、2019、018頁参照）
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表８ 3・４年生 年間指導計画表（例）
・『評価から考える授業改善の手引き－児童の資質・能力を育む国語の授業を創る－』（神戸市教育委員会 神戸市小学校教育研究会
国語部）、2019年、18頁から引用。
●「きつつきの商売」を例にした物語文の学習指導案の実際
それでは以下では３年生の指導案を具体的に紹介しながら、その留意点について示していく
ことにしたい。
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「目標」については、単元に設定した目標を達成している児童の姿が「評価
規準」となる。評価の観点は、新学習指導要領で提示された資質・能力の三本
柱をもとに、「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態
度」で示す。「４ 単元の指導計画」の評価規準は「３ 単元の評価規準」を
もとに決めていく。評価規準の語尾は「～している。」で統一される。（神戸市
教育委員会国語部、2019、020頁参照）
単元の指導計画の一番上段には、言語活動が示されている。これは、児童に
目指すべき資質・能力を付け、単元目標を達成するために単元全体に設定され
た言語活動を意味する。（神戸市教育委員会国語部、2019、020頁参照）
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「４ 単元の指導計画」の一から三にかけては、単元の指導計画が示されて
いる。指導案を読むとき、まず本時の学習の進め方が気になる教員が多い。し
かし本時案の前に、単元の指導計画を把握することは、以下の点で有意義であ
る。第一に、本時が、単元の流れの中で、どのような役割を果たす時間かが把
握できる。第二に、本時の学習が、次にどのような学習につながっていくのか
が見通せる。（神戸市教育委員会国語部、2019、021頁参照）
上は指導計画上のある１時間の板書例である。板書には毎時間、①単元名
②教材名③本時のめあて を示すことが望ましい。単元の見通しを持ち、本時
のめあてもわかるようにしておくことが、児童の主体的な学びにつながるので、
教師側の準備として重要となる。なお、１時間ごとの本時のめあてを集めたも
のが、単元の指導計画となり、児童が見通しをもって学習を進めることができ
るように、指導計画は児童の目の届く壁面などに掲示しておく。（神戸市教育
委員会国語部、2019、022頁参照）
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「３ 単元の評価規準」に挙げ
た規準のうち、実際にどの規準で
言語活動を評価するか（本単元で
は２つ）を示している。
右の枠の中は、Ｂ評価の児童の姿につい
て説明されている。本単元では、２つの評
価規準〔Ｃ読む－エ、知・技（１）－ク〕
で評価するのでＢ評価の児童の姿も規準ご
とに例示していく。Ｂ評価の姿を考えるこ
とは、指導事項の理解につながる。（神戸
市教育委員会国語部、2019、022頁参照）
右の枠の中は、Ｂ評価に達しなかっ
たＣ評価の児童に力をつけ、Ｂ規準
の姿にしていくには、どのような手
立てを打てばよいかについて説明し
ている。実際には、当該学年よりも
かなり下の学年の指導事項が身に付
いていない児童の実態が、本単元で
求められる資質・能力の習得に影響
していると予想される。児童の数だ
け、個に応じた指導の種類がある。
（神戸市教育委員会国語部、2019、
023頁参照）
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Ａ規準の児童の具体的な姿である。Ｂの姿
に、あとどの要素が加わると、Ａの姿として
評価できるのか、児童の実態を考慮しつつ、
単元の指導に入る前に考えおくことが重要。
（神戸市教育委員会国語部、2019、023頁参照）
上の枠には、「評価のポイント」が示され
ている。単元全体の指導の重点や、指導事項
そのものを理解するための補足説明、評価を
するうえで、大切にしたい考え方などを、詳
細に解説している。（神戸市教育委員会国語
部、2019、023頁参照）
本時案のなかで、「ア．
目標」と「児童に提示する
本時のめあて」と「本時の
評価（方法）」には、以下
に示す整合性がある。
・目標として掲げたことに
沿って指導を展開する。
・指導者と児童で、本時の
めあてを共有する。
・指導したことに基づいて
評価をする。
児童が自覚した「めあて」
で「振り返り」をして、自
分の学びをメタ認知するこ
とが、児童の資質・能力を
高めることにつながってい
く。（神戸市教育委員会国
語部、2019、024頁参照）
＜引用・参考文献＞
・次橋秀樹著、「資質・能力」論と評価の改善」、石井英真・西岡加名恵・田中耕治編著、『小学校 新指導要
録改訂のポイント』日本標準、2019年。
・福嶋祐貴著、「新指導要録の様式と通知表のあり方」、石井英真・西岡加名恵・田中耕治編著、『小学校 新
指導要録改訂のポイント』日本標準、2019年。
・八田幸恵著、「第１章 国語科」、西岡加名恵、石井英真編著、『教科の「深い学び」を実現するパフォーマ
ンス評価』、日本標準、2020年。
・八田幸恵著、「1 国語 総合的で主体的な思考を評価する国語科のパフォーマンス課題」、石井英真、西岡
加名恵、田中耕治編著、『小学校 新学習指導要録改訂のポイント』、日本標準、2019年。
・『評価から考える授業改善の手引き－児童の資質・能力を育む国語の授業を創る－』（神戸市教育委員会
神戸市小学校教育研究会国語部）、2019年。
・広岡義之著、第14章「東井義雄の教育思想と教育実践（2）」、『臨床教育学への招待』、『臨床教育学への招待』、
あいり出版、2020年。
―165―
